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性病って、いろいろな病気を
まとめた呼びかた 
原因となる病原体はたくさん。病気の場所もパンツの

中ばかりではありません。唇のヘルペスや肝炎も性病

のひとつです。

いろいろなところから、
いろいろなところに
うつるのはパンツを下ろしてすることだけではありませ

ん。いろいろな“ 性的接触 ”から、いろいろな“ 場所 ”

に、いろいろな“きざし”。

うつっていても
気づかないことも
症状はないことが珍しくないのも特徴です。知らない

うちに相手にうつしてしまわないためにも検査を受け

ることが大切なのです。
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U P D A T E !



 「医者がさ、エイズで
死なせない」 って 
死んじゃう病気のイメージがあるけれど、違い

ます。日本では最新最高の治療を続けられ

るから検査することが特に大切なのです。

 「治療すれば、誰かに
うつさない」 って
病気のことを正しく理解して治療をすれば、

誰かにHIVをうつしてしまうことはありません。

他の性病も同じです。

 「検査をって思う
ことから始まる」 って
検査を受けようと考え向き合うことは、健康

な生活のための知識を得ること、あなたを

支えてくれる人につながることの始まりです。  

エイズでも
“大丈夫”だって

U P D AT E !



学べる、働ける、
受け入れられる 
もしHIV に感染していても、とりわけ治療をしていれ

ば何でも挑戦できます。他の病気になっても大丈夫。

移植も受けられます。

愛し合える、産める、
育てられる
もしHIV に感染していても、治療していれば誰にも感

染させることなく子どもをもうけ、その成長をみとどけ

ることができます。

性病のイメージは
そのままじゃなくて
誰もが日常の生活で出会うかもしれない病気。

お互いの健康を守るため、正しく理解し普通

に語れる社会にあなたから変えよう。

そのままで
いいって

U P D AT E !

Q&A
はこちら！


